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県
議
会
で
は
、東
九
州

自
動
車
道
及
び
九
州
中

央
自
動
車
道
の
整
備
促

進
を
図
る
た
め
、県
内
の

市
町
村
、市
町
村
議
会
、

各
種
経
済
団
体
な
ど
約

１
５
０
団
体
に
参
画
い

た
だ
い
て「
高
速
自
動
車

国
道
建
設
促
進
宮
崎
県

期
成
同
盟
会
」（
会
長
は

県
議
会
議
長
）を
組
織
し
、

国
や
関
係
機
関
へ
の
粘
り

強
い
陳
情
・
要
望
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
期
成
同
盟
会
を
は

じ
め
と
し
た
活
動
に
よ

り
、今
年
３
月
に
東
九
州

自
動
車
道
の「
油
津
～
南

郷
」間
及
び「
奈
留
～
夏

井
」間
が
新
規
事
業
化
さ
れ
る
な
ど
、本
県
の
高
速
道
路
は
着
実
に

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
29
日
に
は
、県
議
会
議
員
や
知
事
を
は
じ
め
、各
市
町

村
長
や
経
済
団
体
の
代
表
な
ど
約
１
３
０
名
が
出
席
し
て
、本
期
成

同
盟
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、道
路
関
係
予
算
の
確
保
や
東
九
州
自
動
車
道
及
び
九

州
中
央
自
動
車
道
の
早
期
整
備
、暫
定
２
車
線
区
間
の
早
期
４
車
線

化
や
高
速
道
路
利
用
者
の
安
全
性
・
利
便
性
向
上
な
ど
を
国
等
に
強

く
要
望
す
る
こ
と
を
満
場
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。

　

決
議
を
受
け
、８
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、丸
山
議
長
、日
高

商
工
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
、坂
本
同
副
委
員
長
が
国
土
交
通
省

の
阿
達
政
務
官
を
は
じ
め
、財
務
省
、西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

等
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
県
に
お
け
る
高
速
道
路
は
、産
業
の
活
性
化
や
観
光
交
流
は
も

と
よ
り
、県
民
生
活
の
向
上
な
ど
地
域
の
個
性
あ
る
発
展
に
極
め
て

重
要
で
あ
り
、早
期
完
成
は
県
民
の

悲
願
で
す
。

　

ま
た
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大

規
模
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、救
援

物
資
や
救
急
医
療
の
代
替
・
支
援

ル
ー
ト
と
な
る「
命
の
道
」と
な
る

高
速
道
路
の
早
期
整
備
は
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
議
会
で
は
引
き
続
き
、県
民
の

皆
様
と
と
も
に
、県
内
の
高
速
道

路
網
の
早
期
整
備
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

～ 

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
早
期
解
消
、

　
　
　
　
　

暫
定
２
車
線
区
間
の
早
期
４
車
線
化
等
を
目
指
し
て 

～
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高
速
道
路
網
の
早
期
整
備
に
向
け
た
取
組

県議会の動き

阿達政務官（右から２人目）へ要望書を手交
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常任委員会

総務政策常任委員会

文教警察企業常任委員会

厚生常任委員会

商工建設常任委員会

常任委員会は、所管部局の施策について幅広く調査し、また、議案などを適切
に審議するために、県議会の閉会中にも委員会の開催や県内外の現地調査を
行っています。ここでは、それぞれの委員会の最近の活動を紹介します。

県当局から、宮崎県県民意識調査結果（平成30年度）の概要及び宮
崎県交通・物流ネットワーク戦略の改定等について説明を受け、質疑を行いました。

宮崎市では、消防学校の取組、宮崎空港ビル整備の取組、宮崎カー
フェリー(株)の経営状況等、都城市では、消費生活センターの取組、陸上競技場建
設に向けた取組、串間市では、南海トラフ地震対策の取組等についてそれぞれ調
査しました。　

県当局から、学習指導要領の改訂について、そのスケジュールや基
本的な考え方、ポイント等の説明を受け、質疑を行いました。

日之影町では、日之影・八戸駐在所連絡協議会による子どもの見守
り活動、延岡市では、県立延岡しろやま支援学校の障がいのある子どもの就労や自
立に向けた取組、延岡市立南小学校のスクールサポートスタッフの取組、日向市で
は、企業局北部管理事務所の工業用水道施設の運営状況をそれぞれ調査しました。

県当局から、本県の自殺の現状や子どもの貧困対策、児童相談所
における児童虐待相談対応件数について説明を受け、質疑を行いました。

日南市では、就労継続支援B型事業所ひなこみちと農家ＯＭＵＮＩＢＵ
ＳＵの農福連携の取組、通所介護事業所リハステップ郷の機能訓練に力を入れたリハ
ビリの取組、都城市では、子育て世代活動支援センターぷれぴかの子育て支援の取組、
特別養護老人ホーム高城園の自立支援介護の取組等についてそれぞれ調査しました。

県当局から、一ツ葉有料道路に関する第３回有識者会議の概要等
について説明を受け、質疑を行いました。

えびの市では、えびの高原小田線末永工区の道路整備状況とえびの高原
の観光の状況、都城市では、地域高規格道路都城志布志道路の整備状況、宮崎市では、宮崎
日機装（株）の航空宇宙事業等の取組、県総合運動公園におけるウエイトトレーニング場等
の整備状況、一ツ葉有料道路における耐震対策の取組についてそれぞれ調査しました。

総合政策及び行財政対策を所管しており、県の総合計画、県税、
危機管理、地域の活性化等について審査しています。

教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経営を所管しており、学校教
育、警察、県が行う電気事業、工業用水道事業等について審査しています。

福祉保健行政の推進及び県立病院事業を所管しており、福祉、保
健衛生、医療等について審査しています。

商工観光振興対策及び県土整備の推進を所管しており、商工業や観光
の振興、企業の誘致、道路や河川の整備等について審査しています。

県消防学校（宮崎市）

日之影・八戸駐在所連絡協議会（日之影町）

農家ＯＭＵＮＩＢＵＳＵ（日南市）

都城志布志道路（都城市）

7月県内調査

7月県内調査

7月県内調査

7月県内調査

7月委員会

7月委員会

7月委員会

7月委員会

環境農林水産常任委員会

県当局から、川内川水系白濁に係る水質改善対策等について説明を受け、
質疑を行いました。また、県立農業大学校の農業担い手育成の取組について調査しました。

川南町では、宮崎くみあいチキンフーズ(株)の鶏肉輸出等の取組、
(有)大塚園のＧＡＰ認証取得等の取組、延岡市では、まつだ屋ジビエのジビエ利用モ
デル地区拠点施設としての取組、美郷町では、みやざき林業大学校の林業担い手育
成の取組等についてそれぞれ調査しました。

環境対策及び農林水産業振興対策を所管しており、環境や農業、
林業、水産業の振興等について審査しています。

宮崎くみあいチキンフーズ株式会社川南食品工場（川南町）

7月県内調査

7月委員会
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特別委員会
産業人財育成・外国人雇用対策特別委員会

人口減少・地域活性化対策特別委員会

情報化推進対策特別委員会

特別委員会は、県政の重要課題のうち特定の課題について、その解決に向け
た提言ができるよう、１年を通じて専門的な調査を行っています。
ここでは、それぞれの委員会の最近の活動等を紹介します。

　７月までの委員会においては、外国人材の状況、キャリア教育の取組など
について県当局から説明を受けるとともに、農畜水産関係の企業・団体と意見交換を行いました。
　８月の県内調査では、外国人材を受け入れている延岡鉄工団地と日本ホワイトファーム㈱を訪問したほか、
大分県庁、おおいた留学生ビジネスセンター、日向市キャリア教育支援センターにおいて、多文化共生に向
けた施策やキャリア教育支援の取組状況等について調査を行いました。

　７月までの委員会においては、本県の人口減少の課題や中山間地域対策
などについて県当局から説明を受けました。
　８月の県内調査では、にっこばまちづくり協議会における「地元住民による地域活性化の取組」を調査しまし
た。このほか、串間市や日南市などを訪問し、人口減少・地域活性化対策に係る調査や意見交換を行いました。

　７月までの委員会においては、教育や医療・介護、農林水産業でのＩＣＴ等を
活用した取組などについて県当局から説明を受けました。
　８月の県内調査では、教育研修センターにて「教科指導におけるＩＣＴの活用」等を調査しました。このほか、
㈱ジェイエイフーズみやざきや日南市などを訪問し、各分野の情報化推進に係る調査を行いました。

①人手不足解消のための施策に関すること。
②外国人材の受入れ・活用に関すること。　
③多文化共生に関すること。

①限界集落・過疎地域対策に関すること。　
②中山間地域の観光資源に関すること。　
③住生活環境等に関すること。

①公務における情報化推進に関すること。
②教育の情報化推進に関すること。
③医療、福祉、産業等の各分野における先端技術の導入に関すること。

調 査 項 目

調 査 項 目

調 査 項 目

最近の活動

最近の活動

最近の活動

延岡鉄工団地協同組合（延岡市）

にっこばまちづくり協議会（小林市）

教育研修センター（宮崎市）

議会運営委員会 議会運営委員会では、議会をスムーズに運営するために、議題
や議事日程などについて協議します。

　議会運営委員会では、議会閉会中の７月31日～８月
２日に、議会運営・議会活性化等の参考とするため、県
外調査を行いました。
　山梨県議会及び神奈川県議会において、本会議・委員
会の運営、予算及び決算の審査方法、議会におけるペー
パーレス化の取組状況等について調査を行いました。
　また、全国都道府県議会議長会において、地方議会の現状と統一地方選挙の結果、都道府県議会におけ
る議会改革、政務活動費等、地方議会を巡る最近の全国的な動向等について調査を行いました。

山梨県庁 神奈川県庁
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県
議
会
の
動
き

■
発
行・編

集
／
宮
崎
県
議
会
　
宮
崎
市
橘
通
東
２
丁
目
10番

１
号（
〒８８０

-８５０１
）　
☎
０９８５

-２６
-７２１７（

宮
崎
県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課
）
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令
和
元
年
10月

1日
発
行

　県議会をもっと身近に感じてみませんか　　　　　　　　　

テレビ広報「県議会だより」ほか ９月定例県議会決算審査
10月  3日（木）
10月  3日（木）～7日（月）
10月10日（木）
10月15日（火）

本会議、決算特別委員会
決算特別委員会（分科会）
決算特別委員会
本会議（9月定例県議会閉会日）

●予算・決算の流れ

予算編成（県）
県が予算案を作成
（県議会の指摘要望事項の反映）

予算審議（県議会） 県議会で本会議、常任委員
会を通じて内容を審査

予算成立 県議会で議決

予算執行（県）

審査（監査委員）

決算審査（県議会）

県が年度を通じて事業を
実施

監査委員が決算を審査し、
意見書を知事に提出

県議会の本会議、決算特別
委員会を通じて内容を審
査・認定

宮崎県議会 検 索

●放映内容

●放映局　MRT宮崎放送

●放映日時 10月30日（水）　午後３時55分～午後4時50分
10月31日（木）　午後３時55分～午後4時50分

代表質問、常任委員会の審査状況、議案の採決結果等

※放送日時は変更になる場合があります。

代表質問者 右松 隆央　議員（宮崎県議会自由民主党）
外山 　衛　議員（宮崎県議会自由民主党）
満行 潤一　議員（県民連合宮崎） 
重松 幸次郎　議員（公明党宮崎県議団） 

令和元年１１月定例県議会
　11月定例県議会は、11月25日(月)から12
月11日(水)までの日程で開催される予定です。
※　日程は変更になる場合があります。

■県議会本会議を傍聴することができます。

■県政に対する要望や意見を提出することができます。

　本会議の傍聴の受付は、開催日の午前９時３０分から、県庁２号館で行います。
　本会議場での傍聴は、先着順で６０名までとなり、以降の方は、別室でテレビモニターによる視聴となります。

　県民の皆様の県政に対する要望や意見を請願として県議会に提出することができます。採択された請願は、県の行
政の中に取り入れられるように知事に送付したり、国に対して意見書を提出します。

　県議会をもっと皆さんの身近に感じていただけるよう
に、「開かれた県議会」の取組の１つとして、テレビ広報を
行っています。今定例会の放送は、上記のとおりです。

　また、過去１年間に放送した「県
議会だより」を、動画配信サイト
YouTubeの「宮崎県議会公式ちゃ
んねる」にて配信しています。

詳しくは

9月定例県議会のご案内

新任議員研修会 全国都道府県議会議長会主催による新任議員研修会（８月２１日開催）
に参加した８名の議員の感想や今後の抱負を紹介します。

内田 理佐　議員

窪薗 辰也　議員

坂本 康郎　議員

佐藤 雅洋　議員

日髙 利夫　議員

安田 厚生　議員

山下 　寿　議員

脇谷 のりこ議員

地域の声や県民の御意見を県政に反
映するため、議員提案を意識し、県政
に優しさと力を育んでいきたい。
改めて二元代表制による議会運営に
ついて学んだ。今後も議員として、倫
理を厳守し議会運営に努めたい。
県民の負託を受けている責任を常に問
いかけ研鑽を重ね県政の課題にますま
す情熱をもって取り組んでいきたい。
地方議会の現状と課題を確認した。県
民のため強い議会を支える一員とし
ての自覚を持って活動を進めていく。
住民代表としての役割と責任を再認識
した。何を目指し何をどこまでできるの
か。覚悟を新たに宮崎創生に取り組む。

地方議会の基礎的な制度と運営、地
方行財政を取り巻く課題等について
学んだ。今後の活動に活かしていく。
３名の先生方の講演を聞き新任研修を
受け、改めて議員としての権限と責務
を感じた。責任ある議員活動に努める。
二元代表制として首長・議員は単独で
の意思決定はあり得ず、常に議論する
ことが民意であることを再確認した。

表紙の花 ：コスモス（花言葉は、純潔、謙虚、真心、調和）

※五十音順に掲載しています。


